
平城宮第一次大極殿院
楼閣の復原設計

はじめに 平城宮第一次大根殿院楼閣の骨格復原につい

ては、『平城報告XIJl (奈文研1982)で初めて示され、以

後平成 5年(1993)、平成13年 (2001)に改良案が提示さ

れた。いずれも前案の構法的弱点を修整したものだが、

今年度再検討した結果、新たな問題が生じたのと同時に

修整を加えたので報告する。その結果、 I案に絞り込め

ず3案同時検討となり、さらに問題が発生したので、今

後の参考のために併せて示しておく。

これまでの復原成果と設計要旨

発掘成果 東楼 (SB7802)の発掘調査により、平面規模

桁行 5間 (22.9m) x梁行 3間 (11.52m)、柱間寸法桁行

4.58m (15.5尺)等問、梁行3.84m(13尺)等問。総柱式で

側廻りを掘立柱(根入れ深さ;掘立柱底~礎石根石約 2m)

とし、内部を礎石建。楼・回廊の床は同レベル(礎石根

石同士が同レベル)。基壇規模は東・西・北三方とも側柱

から 8尺の出、基壇周囲パラス敷きで雨落溝はないこと

が判明。出土遺物からは廃絶時期(木簡)、掘立柱足元

の形状や仕様(柱根)、隅木の存在(隅木蓋瓦断片)、三手

先雛形の存在等が知られる。さらに2001-02年の発掘で

西楼と思われる遺構も検出され、基壇の出が若干違うも

ののほほ同様の建物があったことが判明。

復原案の変遷

1 )昭和57年(1982)復原案 巨大で深い柱根から、高

い楼造で前面に回廊南半部が廟状に取り付き、側柱を通

柱とし中間に床・縁を設けたものと推定。出土隅木蓋瓦

より入母屋造に設計。初重正面中央三聞を扉口に想定。

2 )平成 5年(1993)復原案 梁行 3聞の通柱式という

遺構の特徴を尊重し切妻造に変更。I 側柱を通柱とするこ

とは踏襲。梁行が3聞と広いため、二重虹梁纂股式でな

く絵巻物等にみる三重虹梁基股架構を採用。軒は二軒で

出が8.7尺、組物は平三斗に設計。楽台もしくは望楼の

機能を想定し、 2階の正背面を開放、両側面 3関すべて

を白壁に推定。

3 )平成13年 (2001)復原案(図22) 切妻造案で妻蝶羽を

9-10尺出すのは構造的に困難と判断し、出土隅木蓋瓦

から隅木入建物に変更。 1. 2階の通柱をやめ、 2階平

面を逓減させて隅の間正方形にすることで真隅隅木を納

める。側廻り掘立柱の理由は、楼造建築の重心が上方に

あって不安定なうえに l階開放ではさらに不利になるか

らと判断。総桁行長さに対する梁行が大きく、真隅の寄

棟屋根を架けると大棟が短く見え、また楼造の寄棟が皆

無であることから屋根形式を入母屋造とする。 1階側柱

は入側柱と同じ高さとし、三手先腰組を設け、その上に

柱盤を置き 2階柱を立てる。逓減により 1・2階の柱筋

は異なるが、その差は組物一手以内とし鉛直荷重の流れ

を考慮。柱盤の入れ方は法隆寺経蔵に倣い通肘木上に載

せ、柱盤上に 2階床・縁板を張る。 2階床と別に 1階に

組入天井を張り、宙を飛ぶ柱盤や隅叉首内部の悪い納ま

りを隠すとともに 1階の装飾とする。 2階内部にも柱を

立て、組物上に組入天井を張り、小屋組は束・梁架構と

する。軒先が高く十分な軒の出を確保する必要があり三

手先とする。三手先組物形式は出土建築雛形に倣う。

最新復原案の問題点

① 2階隔の間平面が正方形でなければ隅木が真隅に納ま

らないとするが、構法上そうともいえず逓減にこだわ

る必要はない。また、上層隅の聞を無理に正方形にし

たため、中央三聞の桁行一間寸法が下層よりも大きい。

②腰組二手先を採用する積極的な理由が定かでなく、古

例では出三斗腰組の方が多い。

③柱盤設置法に問題があり、 2階床と別に 1階に組入天

井を張る手法も古代の楼造には適用しないほうが良い。

④楼造の寄棟例は時代が降るものの以下の例がある。

-青井阿蘇神社楼門(慶長18年)

-朝光寺鐘楼(袴腰付鐘楼、鎌倉後期)

・法蔵寺鐘楼(袴腰付鐘楼、室町時代)

今年度の検討事項 設計要旨を固めるために、最新案の問

題点を含め、類例調査と構法検討を行った。

① 2階軒組(最新案問題点①) 隅の間正方形でなく三手

先組物で軒を真隅に納めるものに平等院鳳風堂中堂があ

り、また軒でないが唐招提寺金堂や東大寺法華堂の身舎

も隅の間正方形でなく、手先組物およびその上の天井支

輪は真隅に納める。これらは隅行材の延長が必ずしも奥

の柱真上になく、また和様三手先組物(雲斗雲肘木含む)

の尾垂木・地垂木・隅木尻は内部天井により見え隠れと

しており、今回も同様に組物・軒を真聞に納められると

判断した。なお鎌倉時代までの楼造はほとんどが2階隅
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の間が長方形で軒を真隔に納める(表 2)。

②腰組(最新案問題点②) 二手先腰組の古例は、薬師寺

東塔裳階・平等院鳳風堂翼廊・同隅楼にあり、うち薬師

寺および平等院隅楼例は挿肘木形式である。一方楼造に

おいては法隆寺経蔵及び鐘楼をはじめ、鎌倉時代初期ま

での多くの楼造古例が出三斗形式で(表2)、二手先以

上の腰組は鎌倉時代後期以降に多く、上層組物が二手先

以上のものに連動する。二手先腰組を全く否定するもの

でないが、総合的に判断して 2階組物が簡素なときは出

三斗形式にし、賑やかなときは釣り合いを取るため二手

先にという 2案を想定しておくことで、 1 . 2階各々 2

種ずつの組物を漏れ落ちなく検討することとする。

③逓減の有無と柱盤の位置(最新案問題点③) 2階柱盤

設置法は 2種あり、 1つは法隆寺経蔵・鐘楼のように、

腰組直上に柱盤を置きその上に 2階床板・縁板を張る形

式、もう 1つは平等院鳳風堂翼廊や中世楼造に共通する

もので、腰組上の板張りの上に柱盤をおく形式である。

前者は下から見えることから、 1階柱筋に揃えて入れ逓

減がほとんどない。それに対し後者は 2階逓減を通常と

し、柱盤は l階柱筋の真上に載らないが、板張りにより

下から見え隠れとなる。今回は両構法を想定する。最新

案では、逓減しながら柱盤形式を法隆寺経蔵に倣ったた

め、宙を飛ぶ柱盤を 2階床板と別の 1階天井で隠す。二

重に板を張るもう一つの理由は、 1階隅の間長方形と関

係し、腰組の隅叉首を45。内方に延ばしたときの悪い納

まりを隠すためであるが、これを解消するには春日大社

中門や古代塔建築のように天井を柱天端高さにするか、

近世以降の楼造にみられる内部側の一手目に通肘木をま

わして天井を張る方法にしなければならないが、今回の

楼閣にこれらの構法を採用することは控える。鎌倉時代

前期までの楼造で 1階隅の間正方形でない場合の隅叉首

の扱いをみると、陥通肘木を入れずに隅叉首を隅柱から

外にだけ出すものが多く(表 2)、中柱位置に組物があ

る場合、隅通肘木の納まりや形状に無理があることから、

今回は隅柱から外だけに隅叉首を設ける。

④2階内部柱の有無 法隆寺経蔵のように柱盤の上に床

板を張るときは、各柱筋に柱が並んでも床板上に通行の

支障になるものはないが、平等院鳳風堂翼廊式の柱盤設

置法で内部柱を立てる場合、上層内部床板の上に柱盤を

一方向あるいは縦横に渡すことになり通行の妨げとなる。
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鎌倉初期までの楼造では、小規模だが内部柱を入れない

例が多い(表2)。正倉院正倉の内部柱は柱盤上に立ち、

床板との関係も法隆寺経蔵式に通じ、平等院鳳風堂翼廊

は内部柱がないものの折れ曲がり部では柱盤が内部に通

り一様な水平面ではない。以上のことから今回は柱盤構

法が法隆寺経蔵式の場合は内部柱を入れ、そうでない場

合は内部柱を入れない。

⑤ 2階の梁長さと平面計画 最近の研究では、建材(樹

木長)の制約から一材でとれる最大柱間寸法は10mが基

準で、鼻先を含めても単一部材長の限度は12-3mとし、

大規模の場合単一材で固めた周囲に継ぎ足す構法をとる

とする。今回の楼閣は大規模で、平面規模では東福寺や

知恩院などの大型二重門に匹敵し、大型楼門の東大寺中

門(桁行約22.8m、梁行約7.8m) より大きい。腰組二手先の

梁行二・三段目通肘木および縁葛は15-6m程になるが、

その他は上層逓減する虹梁が約13.5m、地隅木が約13m、

下層掘立柱が約10m、隅行尾垂木が約8.5mで、納まると思

われる。以上から今回は梁行総柱問10m以下にこだわら

ずに 2階平面計画をし、桁行は継ぎ足すが梁行軸部と組

物はー材で組み固める方針とする。

正倉院正倉は梁(兼腕木)長さ約13m(成約40cmx幅約

25cm)で、弱点の中央部を中柱 2本で支持し、梁行 3間

等間も今回の楼閣と同じで、同様の構法なら梁断面を必

要以上に大きくすることなく参考になる O

2階の逓減は、柱盤が腰組最上段通肘木にかかる程度

とし約1.5尺とする。また 1・2階の隅柱が45
0

線上に

並ぶ平面で側柱以外は逓減させず(内部柱は 1・2階とも

同位置)に、一間寸法が完数になるよう設計した(図23)。

⑥入母屋架構の構法 これまでの検討から、逓減の有無

と柱盤形式、内部柱の有無によって構造形式を 2つに分

けられるが、さらに逓減しない場合の 2階天井形式を 2

種類に分け、表4のように 3つに分類した。いずれも身

舎だけの空間構成になり、各々の上部架構を検討した。

共通条件として、梁行三間分に大梁を架けて小屋組を支

持し、対軒荷重のために隅木・地垂木尻の位置である地

垂木の折れ点を側一入側聞に計画した。

a.折上天井の上部架構(図23) 2階逓減する場合は軒の

出が9.5尺以上で三手先組物とし、上述のように尾垂木

内部は見え隠れとすることと、水平天井では真隅の隅組

物が納まらないので折上天井を張る。平等院鳳風堂中堂



が身舎だけの空間構成で隅の間正方形とせず、三手先組

物・入母屋造で、折上天井は唐招提寺金堂・東大寺法華

堂の身舎天井が参考になる。平等院式三手先の外部側を

出土雛形式に、内部側を唐招提寺金堂身舎二手先式に改

め、虹梁基股形式を唐招提寺講堂に倣うと、虹梁と三手

先の関係が悪く虹梁を一段下げて鼻先を力肘木とするこ

とで調整した。内部側が唐招提寺式でなくなり、二手先

肘木の形状に疑問が残るが、山田寺跡の出土肘木例や、

中国・韓国建築の組物架構を参考にした。しかし、虹梁

と組む内部二手目の通肘木を方斗と鬼斗でしか受けてい

ないとか、虹梁とともに内部小天井が下がり内外小天井

に落差がつくという問題が発生している。通肘木は唐招

提寺金堂・東大寺法華堂では三斗で受けるし、小天井は

唐招提寺講堂例を採用しにくいことから今のところ解決

策がない。虹梁・天井の高さ関係と雛形式三手先組物と

の相性の悪さが判明した。

また尾垂木尻掛けの土居桁は、空間構成の類似性から

平等院鳳風堂中堂のように天井直上に置く方法が最も適

しているように思われたが、尾垂木勾配の関係で束立に

せざるを得なかった。束割は母屋割や地垂木折れ点、とも

関係し、棟一側筋聞を三等分 (6尺間隔)か四等分 (4.5尺

間隔)が適当と思われるが、二手先通肘木上でも束立で

土居や母屋を受けるように四等分で考え、四つ割の外側

母屋を地垂木折れ点に、中央の筋に基股を想定した。天

井桁端は法隆寺金堂のように小屋内で延ばして梁の役割

をもたせ、上方に二重梁・束架構の小屋組を想定した。

妻側には梁がなく、尾垂木尻受け土居の筋と妻飾直下に

かかる荷重を二手先のみで受け、陥もまた二手先のみで

支持し、この直上には隅木尻が納まる。妻梁を架ける例

は当麻寺本堂や正倉院正倉等倉庫建築にみられ、中国・

韓国建築の架構にもあるが、唐招提寺金堂・東大寺法華

堂・平等院鳳風堂中堂にはない。

b.水平天井の上部架構(図24) 内部柱を 3間等閑に立

てるので、棟一側筋聞の母屋割りを三等分 (6.5尺間隔)

にし、地垂木の折れ点を側一入側聞の中央にして、折れ

点を妻側に廻した母屋を妻飾土台と考えた。妻側母屋の

支持法として、正倉院正倉では妻から内部に向かつて、

軒支持の腕木と繋ぎを目的とした梁を 2筋ずつ架けてお

り、同様の手法で妻梁を架けて束立で母屋を支持するこ

とが考えられる。当麻寺本堂はこれをすべて化粧にした

もので、妻虹梁を大虹梁の側面につけ基股で上方化粧母

屋を支持する。ここでの問題は隅木尻の掛かる母屋隅組

において片持ち梁同士が組むことで、梁行方向6.5尺、

桁行方向 9尺となる。片持ち梁の隅組で隅木を支持する

構法は当麻寺本堂や唐招提寺宝蔵にあるが(表3)、隅

木中間を受けるものであり、今回の隅木尻や妻飾を受け

るということに関しては検討を要する。また、軒荷重を

考慮すれば地垂木・隅木の尻位置をもっと奥にしたほう

が良いと思われる。

C.化粧屋根裏の上部架構 1993年の三重虹梁基股・化粧

屋根裏を入母屋造にできるか検討している。二重虹梁基

股・化粧屋根裏の隅木入り建物である唐招提寺創建講堂

や当麻寺本堂等を参考とする。

基本的な骨組みは水平天井式と同じで、内部柱を3間

等聞に立てて梁を支持し三重梁構造とする。各梁および

母屋を支持する位置も共通し、正倉院・当麻寺例により

妻虹梁を2筋ずつ架けて、基股で化粧母屋を支持するこ

とになる。妻の立ち所も同様で、、隅木尻の掛かる化粧母

屋が片持ち梁になる問題も同じである。

1993年案では地垂木に折れ点がなく三重とも同様の虹

梁暮股としているが、今回は妻飾の大きさを意識して側

通りからIつ奥の母屋筋で地垂木を折るため、上の基股

を高くするか叉首組にするなどの検討が必要であり、折

れ点をつくらず小さい妻飾で検討する必要もある。また

妻側地垂木・隅木の尻が化粧で見えてくるが、新薬師寺

本堂では隅木尻木口を堂内に見せ、妻地垂木は妻小壁の

中に隠すので参考となる。

⑦回廊との取り付き 楼閣と回廊は「回廊中央筋一楼閣

南側筋JI回廊北側筋一楼閣南から第 2桁行筋」にずれ

があり、回廊桁行材の取り付きが問題となる。

前者は僅か 1尺で、回廊の垂木掛となる桁行材(棟

木・中桁)を楼閣の柱を避けつつ通す手法であろうとの

見解が以前からあり、楼閣正面につく回廊化粧垂木の掛

け方は裳階垂木の取り付きに類似することから、裳階古

代例である法隆寺金堂・同五重塔・薬師寺東塔・平等院

鳳風堂中堂のうち、薬師寺東塔・平等院鳳風堂中堂を参

考に長押風の横架材を垂木掛とした。

後者については柱筋のずれが2尺ある。回廊と他建物

との取り付きは、屋根が接続する場合と接続しない場合

があり、今回の楼閣一回廊聞は、南流れが一連の屋根で
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繋がることから接続させることとし、柱筋がずれて桁行

材を取り付かせる技法には、法隆寺東院礼堂一回廊、同

舎利殿絵殿一回廊があり、これらを参考にして、貫状の

横架材を楼閣柱聞に渡し、その上に回廊頭貫(あるいは

側桁)を架け、回廊化粧母屋は横架材上に束を立てて受

けることにした。屋根を接続させる場合、槌破風で軒の

見切りとするものが多く、法隆寺東院・春日大社例に倣

い、楼閣柱側面に鎚破風をつけ、蟻羽については掛瓦+

降棟も考えられるが、とりあえず伏せ葺きとした。

今年度の設計要旨 高い楼造建築であることは当初からの

方針に従い、屋根形式は出土隅木蓋を根拠に入母屋か寄

棟を想定するが、総桁行長さに対する梁行が大きく、真

隅隅木の寄棟造では大棟が短くなり、デザイン上の理由

で入母屋造とする。回廊と東楼の礎石(基壇)高きが同

じことから、 1階を南面以外柱閲装置なしの開放で、回

廊と一連の空間とする。材料の制約から 1・2階の柱を

別にして通柱としない。 l階側柱を掘立柱とする理由は、

楼造建築の重心が上方にあり、 1階開放ではさらに不安

定なため、その弱点を補う措置であったとしておく。

2階平面を 2種類想定し、上部形式もある程度限定で

きると考えた。 Iつは逓減がなく法隆寺経蔵のように 2

階は柱盤の上に床板を張り、もう 1つは逓減させて平等

院鳳風堂翼廊のように床板の上に柱盤を置く形式とする。

前者では腰組を出三斗とし、 2階の内部に柱を立て、組

物を手先の出ないものとし、大梁と同じ高さに天井を張

るものと化粧屋根裏の 2案を想定する。後者は腰組を二

手先とし、 2階は内部柱を立てず、組物を三手先とし折

上天井とする。よって、表4のように3案並列で検討し

ていく。共通条件として、隅叉首は隅柱から外だけに設

けて内部には通さず、 2階架構は大梁を架けて小屋組を

支えることと、地垂木の折れ点を側一入側聞とすること、

回廊の取り付きは、回廊北側柱筋では楼閣柱聞に横架材

を渡してそれに回廊頭貫(側桁)を架け、横架材に束を

立てて回廊化粧母屋を受けること、また楼閣際は組破風

で見切り、破風上の瓦葺は伏せ茸きとすること、楼閣正

面側の回廊垂木は、楼閣柱聞に渡した長押風の横架材

(回廊化粧桁・棟木と同筋)に掛けること等を決めた。

今後の課題 今年度検討した中でも新たな問題点が生じ、

構造面・細部技法等全般におよぶ。今後はさらに検討を

重ね、現在の問題点を解消しながら復原案を絞り込んで

いくことと、これまで未検討であった造作関係の調査・

検討を進める必要がある。

(金子隆之/奈良県・清水真一・清水重敦)

1) r平城報告XI.I奈文研 1982

『復原建物設計専門委員会資料J奈文研 2001

2) r平城報告XI.l奈文研 1982

3) I平城宮第一次大極殿院復原模型の製作Jr年報1994.1奈文研
4) r復原建物設計専門委員会資料』奈文研 2001

『第1岡宮跡復原整備検討委員会資料J奈文研 2002

5)村田健一「古代建築における建物規模・構造と部材長Jr年
報1999.1
同「古代建築に見られる10mモジュールH文化財論叢皿.12002 

6) r山田寺発掘調査報告J奈文研捌2

7) r国宝唐招提寺講堂他二棟修理工事報告書』奈良県教育委員会
1972 

表2 錬倉時代までの楼造

30 奈文研紀要 2003



鎌倉時代までの妻梁例

替号 所在 名" 区分 時代 年号 西暦 屋鍋 組物 .停 綱本の
空間編成(桁行×梁行)

閣の聞の
隅木民の納まり(寄棟伊lは中聞の支持)

震鍵の有線(伺
出掬

録れ 平薗形 筋ずっか}

1 奈良 涜隆寺金盆 重仏堂 規島 入母屋造 雲形手先 肝鱒垂水 真岡 上軍身舎のみ{小屋組) (4x3) 正方形 住真 カ肘木 (2筋) 修理工事担告書

2 奈良 洛隆寺中門 四間二戸=111門 飛鳥 入111屋追 君臨z手先 解穫量木 翼閉 身舎のみ(上園小屋組) (4x3) 正芳彪 住真

iけ内官市邸鎗ホ槽舎Zl)船

保存図

3 豪良 正倉様正曾 観曾 奈良 書毎11造 事 締罰臨重ホ 復関 身舎のみ (3X3X3) 横長 保存関

4 奈良 省廊寺本:I! 次前身盆 七回堂 祭良後期 延暦か 寄線通 大斗肘木 =.干擁塁本 真岡 身舎 (SX2) 鹿(対象';1身舎} 正方形 持鱒ち蝿組 修理工事担告ー

5 祭良 麿銅鐸寺室温 続倉 議良 害事舗道 * 三野禽垂水 鐙陶 身舎のみ (3x3) 繍長 B寺蹄ち揖圃 が ーム 修理工息綴告11
6 奈良 鹿沼健号孝雄還 綬含 奈良 寄線道 咽 野健差木 鋸備 身舎のみ (3X2) 総長 怠し 修理工事鰭告.

7 奈良 車大寺*>1;経摩 後倉 察良 書野線適 ・ 続篇霊木 信隔 島舎のみ (3X2) 総長 栓筋から外れてg震を=;lt，f&置関組を束で支持 官罰 修理工事館告曾

8 察良 東大寺署・2泡所経属 笹倉 平安前期 寄楓遣 事 府篇重本 信凋 島舎のみ (3x2) 総長 住筋から外れて鍍を怨け 111屋周飽を家で支持 官筋 修習工窃鋸告.

9 奈良 東大寺法君事室経庫 後倉 平安前期 寄舗道 . 傍観重本 額陽 岳舎のみ (3x2) 総長

lf桂輔小e屋窃かg家ち圃てのら号配外設れ置はて三擦期をを錦袈盆肘1と7、同寄.edea陶り関爾本a尻前leg小ヨ向震べ昼で寝支符土位E置
iI耳 修理工.111告書

10 奈良 謹隆寺綱封窟 伶 平安前期 寄線道 出桁 腕露呈本 真鯛 身舎のみ (3X3X3) 繍畠 塞務+畢錆色 修理工.111告.

" 岩手
司t!Pj券経蔵 経蔵 平安後期 宝形遣 舟肘* ニ軒欝霊'" 翼関 身香のみ(ただし小置は=聞宣の 正方I/l なし 保存図

配置) (3x3) 

12 京都 敏歪盤国寺室還 後倉 平安後期 寄倒遣 事 野田露呈'" 真陽 身舎のみ (3x2) 縦長 住筋から外れて諜を聾け、母昼間組を束で支持 ぽ描 保存圏

13 広島 厳島縛絵本金土盈厩 拝鍛密入 11曾綿期 仁治02 1241 入111置造 平ー斗 続111露木 翼陽 身舎 (Sxll ・鹿 (3方) 正方I/l 住耳 Z筋(lIUi!4!) 喜善短資料鏡威

14 広島 a長島縛佐観鎧客待栓厳脂 F事胞II!入 11倉前期 仁治02 1241 入111昌造 平 斗 府寝露呈本 翼繍 身舎 (3xlj ・鹿 (3方) 正方形 栓耳 2筋{底雲iill) 墨砲資料集成

15 京都府 白山締役得隠 持胞 11倉後嗣 "治03 1277 寄線道 舟肘'" 腕疎霊本 耳鯛 身舎のみ(ただし小畠は二醐堂の 働長 小畠車の配置は一回重と同白隅木尻f孟小園東位置 怠し 保存圏

宇治市 {闘のみ] 配置) (3x3) (少)

16 滋賀 御土樽栓拝殿 吹鎗拝腿 11倉後期 入111昼過 舟肘木 野鷲霊木 真嗣 身舎のみ (3X3) 正方形 桁土に鎗符大爆を2筋裂けその土に霊木働を斧街 なし 保存箇

(闘のみ) に砲す(量ホ11/;1往真より少し外側に砿ずれる}

17 大飯 法適寿食2量 七間堂 館倉後期 λ母眉遭 出ー斗 ー野健重本 翼期 身舎のみ (7x31 繍長 書B陸上のヨ震で土居閉館を支持 2筋 修理工事鎗告e
18 憲良 l別毎日大社復倉(門窓) 他 11倉後期 童形造 出ー斗 11繁盛木 x 
19 奈良 長福寺本望 五開室 餓倉後期 入母屋趨 平 斗 。市富量調k翼鯛 島舎 (3xl) ・庇 (4方) 正方形 往現{背図のみ綾位置ずれ) なし 保存函 」

表3

軒

真隅・ニ軒繁垂木

真隅・二軒繁霊木

真隅・二軒繁霊木

今年度の縫閤主要構造型式3案表4

2階内部柱の有無

X 

O 
O 

2階逓減の有無

O 
× 

× 
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